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 教職員の時間外勤務の是正

・総合的な学習の時間や地域学
習の際に地域を知らない教職員
が教材研究や準備・調整をする
ことは大きな負担となってい
る。

・地域コーディネーターと地域
連携教員は、学校と地域の連絡
調整等を行い、地域人材の開拓
や校外学習の授業サポートを行
うことで、教職員の業務負担を
軽減する。

・地域コーディネーターの授業
サポートにより、子どもと向き
合う時間が増え、教員の業務負
担が軽減するとともに地域人材
を活用することで地域との多様
な活動が可能になり、児童生徒
の地域への愛着が深まる。

・アンケートで地域人材の活用
や地域学習の負担軽減ができた
と回答する教職員の割合

70
％

令和7年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」の重点目標
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